
令和５年度第３回筑後川水系渇水調整連絡会

日時：令和６年２月１６日（金）１１：００～１２：００
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２ 会長挨拶
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（１）筑後川の水状況について

（２）第２次渇水調整（案）について
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４ 閉 会
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筑後川の水状況について

筑後川水系渇水調整連絡会
事務局

令和６年２月

資料２

本資料の数値は、速報値であるため、今後の調査で変わる可能性があります



これまでの渇水調整について①

○令和5年12月19日の筑後川水系渇水調整連絡会で第１次渇水調整事項を合意。
○渇水調整の取り組みによって、水源は約600万m3分の延命効果があったと推定。

-１-
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第１次渇水調整の効果（イメージ）

6施設（実績）

6施設（仮想）

約600万m3

千m3

＜第１次渇水調整＞R5/12/19

筑後大堰の活用は、

約170万m3
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筑後大堰の活用状況

筑後大堰（実績）

筑後大堰の活用

福岡地区水道企業団は
海水淡水化施設（まみずピア）を

フル稼働
１万m3 /日 ⇒ ５万m3 /日

※R5/12/20～R6/2/14
※補給量を平年の補給量とした場合の試算

千m3

出典：福岡地区水道企業団HPより

※10月下旬から段階的に増量。
12月12日からフル稼働。
ただし、設備の点検時などを除く

（実績）
22,861千m3（33.7%）

（仮想）
約17,000千m3（約25%）



▲文書による協力の要請

取組内容 実施時期

①渇水対策本部の設置 R5.12.19設置

②HPを活用した啓発 R5.12.19～

③SNS等を利用した
啓発

R6.1.16～
X（旧Twitter）、ｲﾝｽﾀ

④気象予報士・
報道機関へ協力要請

R6.1.19
R6.1.21

■取組①：
渇水対策本部の設置

■取組②：HPを活用した啓発
※HPに『渇水情報』のページを開設。
これまでの会議資料など渇水情報を集約のほか節水を呼びかけ中。
また、HPのトップ画面にも『渇水情報』のバナーを新設。

■取組③：
SNS等を利用した啓発

■取組④：
報道機関・気象予報士へ協力要請
▼Zoomを用いての状況説明

▲R5.12.19 本部看板設置 ▲R6.1.19 “X”を用いた投稿▲『渇水情報』のページを開設
▲トップ画面に『渇水情報』の
バナーを新設

これまでの渇水調整について②
＜整備局での啓発活動の例＞

-2-



月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月
平年値 181.5 412.5 445.1 232.6 201.3 98.0 86.6 65.4 66.2 87.9 134.7 152.9 181.5 412.5 445.1 232.6 201.3 

昭和52-53年 291.4 515.2 158.3 122.9 92.2 60.5 104.0 63.4 68.0 76.9 78.9 115.1 68.2 323.2 102.0 152.3 150.1 

(平年比) 160.6% 124.9% 35.6% 52.8% 45.8% 61.7% 120.1% 96.9% 102.8% 87.5% 58.6% 75.3% 37.6% 78.4% 22.9% 65.5% 74.6%

昭和53-54年 68.2 323.2 102.0 152.3 150.1 84.0 55.6 57.4 81.0 119.2 179.1 153.5 90.3 764.3 240.6 200.2 208.5 

(平年比) 37.6% 78.4% 22.9% 65.5% 74.6% 85.7% 64.2% 87.7% 122.4% 135.6% 132.9% 100.4% 49.8% 185.3% 54.1% 86.1% 103.6%

平成5-6年 137.8 816.6 587.8 458.7 351.4 79.1 119.6 68.8 56.6 75.4 68.5 188.7 72.8 220.3 58.3 82.1 86.2 

(平年比) 75.9% 198.0% 132.1% 197.2% 174.5% 80.7% 138.1% 105.1% 85.6% 85.8% 50.8% 123.4% 40.1% 53.4% 13.1% 35.3% 42.8%

平成6-7年 72.8 220.3 58.3 82.1 86.2 26.3 34.3 85.5 50.9 27.8 84.3 273.3 228.0 227.3 594.1 155.0 241.1 

(平年比) 40.1% 53.4% 13.1% 35.3% 42.8% 26.8% 39.6% 130.6% 76.9% 31.6% 62.6% 178.8% 125.6% 55.1% 133.5% 66.6% 119.8%

平成14-15年 319.0 182.8 254.4 128.0 89.6 81.9 69.5 104.8 62.1 80.6 136.7 236.4 180.0 324.5 570.5 411.1 69.6 

(平年比) 175.8% 44.3% 57.2% 55.0% 44.5% 83.5% 80.2% 160.1% 93.9% 91.7% 101.5% 154.6% 99.2% 78.7% 128.2% 176.7% 34.6%

平成22-23年 242.0 347.4 509.3 125.8 158.8 80.6 33.2 114.9 34.5 64.3 67.7 76.0 324.2 695.3 302.4 309.9 186.8 

(平年比) 133.4% 84.2% 114.4% 54.1% 78.9% 82.2% 38.3% 175.6% 52.2% 73.1% 50.2% 49.7% 178.7% 168.6% 67.9% 133.2% 92.8%
平成30-令和1年 197.1 368.4 528.1 65.2 327.3 65.6 46.1 74.7 47.6 114.2 129.2 104.7 51.5 182.8 469.5 523.7 129.1 

(平年比) 108.6% 89.3% 118.6% 28.0% 162.6% 66.9% 53.2% 114.1% 72.0% 129.9% 95.9% 68.5% 28.4% 44.3% 105.5% 225.1% 64.1%

令和5-6年 310.3 436.4 735.3 182.3 53.3 30.6 43.8 46.3 46.1 39.5 

(平年比) 171.0% 105.8% 165.2% 78.4% 26.5% 31.2% 50.6% 70.7% 69.7% 44.9% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
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筑後川(瀬ノ下上流域)平均月別雨量図 昭和53‐54年

平成6‐7年

令和5‐6年

平年値

(mm)

令和５年-６年の筑後川流域の降水量

○筑後川の流域平均雨量は、令和５年9月は53.3㎜と平年の約27%。
○令和５年８月から6ヶ月連続で平年値を下回り、令和5年9月から令和6年1月までの
合計雨量は平年の4割にとどまった。

※平年値は、1991～2020年(30年間)の平均値。令和6年2月14日０時時点 -3-

220.1㎜※平年の４割
（5ヶ月間の合計）

令和6年令和5年



筑後川の水源の状況①

満水時：67,930千m3

約34%

約49%

○ダムの完成や渇水調整などにより、平成６年渇水以降は断水など市民生活・社会経
済活動への影響は回避。

○現在の筑後川主要６施設の合計貯水量は、これまでの少雨により満水時に対し３割
程度まで落ち込み、その水量はダム１個分※１まで減少。

○流域の水源状況からも、警戒感が高まってきている。 ※１：ダム1個分とは、江川ダム（24,000千m3）の利
水容量の合計を指す

第３回渇水調整連絡会
2/14時点：22,861千m3

第2回渇水調整連絡会
12/18時点：33,041千m3

江川ダム

寺内ダム

小石原川ダム

大山ダム

合所ダム

24,000千m3

9,000千m3

930千m3筑後大堰
6,700千m3

11,000千m3

16,300千m3
（渇水対策容量除く）

-4-

昨年の同日

約89%(60,243千m3）
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３ダム（渇対除き）

合所ダム

筑後大堰

大山ダム

6施設

利水容量

６施設（江川・寺内・小石原川・大堰・合所・大山）貯水量経年変化図

令和6年2月14日（0時）現在
貯水率 33.7 %
貯水量 22,861 千㎥

利水容量 67,930 千㎥
※渇水対策容量18,700千㎥を除く

筑後川の水源の状況②

○筑後川の主要６施設の合計貯水量（渇水対策容量を除く）は、まとまった雨が無け
れば、約２ヶ月後に枯渇する恐れ。

○危機的状況を回避するためには、更なる渇水対策が必要な状況。

利水容量67,930千m３

※渇水対策容量除く

利水容量の50%
（33,965 千m３）

-5-

★

★

令和6年

R5/11/20 連絡会（幹事会）開催

R5/12/19 連絡会開催
（第１次渇水調整）

・自主節水
・主要６施設の統合運用

R6/2/14時点
６施設：22,861千m3（33.7%）

［参考（昨年同日）：60,243千m3（88.7%）］

６施設は、江川ダム・寺内ダム・筑後大堰・合所ダム・大山ダム・小石原川ダム
３施設は、江川ダム・寺内ダム・小石原川ダム

令和5年



資料３

（１）筑後川の水状況について

［各機関報告資料］

・福岡県資料 P1～P2

・佐賀県資料 P3～P4

・大分県資料 P5

令和６年２月１６日
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令和６年２月１６日 

 

        令和５年度 筑後川水系渇水調整連絡会 第２次渇水調整（案） 

 

Ⅰ 渇水調整の背景 

 

 筑後川流域では月間降水量が６ヶ月連続で平年値を下回っており、特に令和５年９

月から令和６年１月までの合計雨量は 220.1mm となり、平年の４割程度にとどまって

いる。 

 令和５年１２月１９日の第１次渇水調整に取り組んだことや一時的な降雨によっ

て、筑後川の主要６施設による水源は約 600 万 m3 の延命効果があった。しかし、ダ

ムの貯水量は未だ減少の一途をたどっており、令和６年２月１４日時点で主要６施設

の合計貯水量は３割程度まで落ち込んだ。 

この結果、まとまった降雨が無くダムからの補給が続く場合、約２ヶ月間で渇水対

策容量を除く利水容量のすべてが無くなることが予想され、２ヶ月後にダムからの補

給がなくなり給水制限に至る恐れを回避するためには、更なる渇水対策の強化が必要

な状況となった。 

 

このような状況を受けて、福岡県及び佐賀県から筑後川水系渇水調整連絡会の開催

要請がなされ、以下のとおり各水利使用者間の総合的な水運用のため、第１次渇水調

整に引き続き、今回、第２次渇水調整を行うものである。 

 

 

Ⅱ 渇水調整事項（案） 

 

 

１．６施設の貯留水延命のため、2 月 17 日から福岡地区水道企業団は 10％、福岡県南

広域水道企業団及び佐賀東部水道企業団は 3％の取水制限を実施する。 

   

２．６施設の貯留水延命のため、福岡地区水道企業団は、2 月 17 日から山口調整池の

貯留水 40 万 m3 を使用し、筑後川からの取水量を極力少なくするものとする。 

 

３．関係機関は、筑後川に係る水の利用者に対して、なお一層の節水を促すよう啓発

活動を強化する。 

 

４．異常な降雨状況が続いていることを受け、小石原川ダムの渇水対策容量の活用検

討に着手する。 

 

 



第２次渇水調整（案）について

○まとまった降雨が無く水源（筑後川水系の主要６施設）からの補給が続く場合、利
水容量のすべてが無くなることが予想されたため、筑後川からの取水量を制限する
ことで、水源の延命を図る。

説明参考資料

６施設の貯留水延命のため、福岡地区水道企業団は10％、福岡県南広域水道企業
団及び佐賀東部水道企業団は3％の取水制限を実施する。

貯
水
量

時間
★日後

○日前 現在
○日後

取水制限による効果

優先使用
筑後大堰
集水面積：2,315km2

朝倉３ダム
（江川・寺内ダム、小石原川ダム）
集水面積：81.0km2

合所ダム
集水面積：42km2

大山ダム
集水面積：34km2

福岡地区水道企業団

佐賀東部水道企業団

福岡県南広域水道企業団

取水制限 取水制限

第２次渇水調整（案）
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第２次渇水調整（案）について

■第１次渇水調整による施設の運用

優先使用
筑後大堰
集水面積：2,315km2

朝倉３ダム
（江川・寺内ダム、小石原川ダム）
集水面積：81.0km2

合所ダム
集水面積：42km2

大山ダム
集水面積：34km2

第２次渇水調整（案）

福岡地区水道企業団 福岡県南広域水道企業団

佐賀東部水道企業団

下流流下量確保

説明参考資料

○第１次渇水調整に加え、導水トラブル等に備えた“山口調整池”の貯留水の一部を
活用することで、筑後川からの取水量を更に抑えることができ、筑後川全体の水源
を延命することが可能となる。

６施設の貯留水延命のため、福岡地区水道企業団は、山口調整池の貯留水40万m3
を使用し、筑後川からの取水量を極力少なくするものとする。

優先使用
筑後大堰
集水面積：2,315km2

朝倉３ダム
（江川・寺内ダム、小石原川ダム）
集水面積：81.0km2

合所ダム
集水面積：42km2

大山ダム
集水面積：34km2

福岡地区水道企業団 福岡県南広域水道企業団

佐賀東部水道企業団

下流流下量確保

■第２次渇水調整後の施設の運用

山口調整池
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本資料の数値は、速報値であるため、今後の調査で変わる可能性があります
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単位：ミリ
月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合計

平年値 66.2 87.9 134.7 152.9 181.5 412.5 445.1 232.6 201.3 98.0 86.6 65.4 2,164.8 
平均値 70.5 77.8 124.3 156.2 183.2 354.0 498.9 302.8 221.0 108.0 69.1 62.5 2,228.2 

昭和53年 68.0 76.9 78.9 115.1 68.2 323.2 102.0 152.3 150.1 84.0 55.6 57.4 1,331.7 
(平年比) 102.8% 87.5% 58.6% 75.3% 37.6% 78.4% 22.9% 65.5% 74.6% 85.7% 64.2% 87.7% 61.5%
平成６年 56.6 75.4 68.5 188.7 72.8 220.3 58.3 82.1 86.2 26.3 34.3 85.5 1,055.0 
(平年比) 85.6% 85.8% 50.8% 123.4% 40.1% 53.4% 13.1% 35.3% 42.8% 26.8% 39.6% 130.6% 48.7%
平成14年 77.6 68.7 133.6 150.7 319.0 182.8 254.4 128.0 89.6 81.9 69.5 104.8 1,660.6 
(平年比) 117.3% 78.1% 99.2% 98.6% 175.8% 44.3% 57.2% 55.0% 44.5% 83.5% 80.2% 160.1% 76.7%
平成22年 63.3 111.1 194.9 262.0 242.0 347.4 509.3 125.8 158.8 80.6 33.2 114.9 2,243.3 
(平年比) 95.7% 126.4% 144.7% 171.4% 133.4% 84.2% 114.4% 54.1% 78.9% 82.2% 38.3% 175.6% 103.6%
平成23年 34.5 64.3 67.7 76.0 324.2 695.3 302.4 309.9 186.8 144.3 171.1 42.3 2,418.8 
(平年比) 52.2% 73.1% 50.2% 49.7% 178.7% 168.6% 67.9% 133.2% 92.8% 147.2% 197.5% 64.6% 111.7%
平成30年 73.9 54.0 180.6 154.6 197.1 368.4 528.1 65.2 327.3 65.6 46.1 74.7 2,135.6 
(平年比) 111.7% 61.4% 134.0% 101.1% 108.6% 89.3% 118.6% 28.0% 162.6% 66.9% 53.2% 114.1% 98.7%
令和元年 47.6 114.2 129.2 104.7 51.5 182.8 469.5 523.7 129.1 76.0 30.5 105.2 1,964.0 
(平年比) 72.0% 129.9% 95.9% 68.5% 28.4% 44.3% 105.5% 225.1% 64.1% 77.5% 35.2% 160.7% 90.7%
令和5年 78.4 77.0 123.7 187.1 310.3 436.4 735.3 182.3 53.3 30.6 43.8 46.3 2,304.5 
(平年比) 118.5% 87.6% 91.8% 122.4% 171.0% 105.8% 165.2% 78.4% 26.5% 31.2% 50.6% 70.7% 106.5%
令和6年 46.1 39.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 85.6 
(平年比) 69.7% 44.9% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 4.0%

※平年値は、1991～2020年(30年間)の平均値、 平均値は2014～2023（直近10年）の平均値 ※九州地方整備局調べ

単位：ミリ

月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合計

平年値 66.2 154.1 288.8 441.7 623.1 1,035.6 1,480.7 1,713.3 1,914.7 2,012.7 2,099.3 2,164.8 2,164.8 

平均値 70.5 148.3 272.6 428.8 612.0 966.0 1,464.9 1,767.6 1,988.6 2,096.6 2,165.6 2,228.2 2,228.2 

昭和53年 68.0 144.9 223.8 338.9 407.1 730.3 832.3 984.6 1,134.7 1,218.7 1,274.3 1,331.7 1,331.7 

(平年比) 102.8% 94.1% 77.5% 76.7% 65.3% 70.5% 56.2% 57.5% 59.3% 60.6% 60.7% 61.5% 61.5%

平成６年 56.6 132.0 200.5 389.2 462.0 682.3 740.6 822.7 908.9 935.2 969.5 1,055.0 1,055.0 

(平年比) 85.6% 85.7% 69.4% 88.1% 74.1% 65.9% 50.0% 48.0% 47.5% 46.5% 46.2% 48.7% 48.7%

平成14年 77.6 146.3 279.9 430.6 749.6 932.4 1,186.8 1,314.8 1,404.4 1,486.3 1,555.8 1,660.6 1,660.6 

(平年比) 117.3% 95.0% 96.9% 97.5% 120.3% 90.0% 80.1% 76.7% 73.3% 73.8% 74.1% 76.7% 76.7%
平成22年 63.3 174.4 369.3 631.3 873.3 1,220.7 1,730.0 1,855.8 2,014.6 2,095.2 2,128.4 2,243.3 2,243.3 
(平年比) 95.7% 113.2% 127.9% 142.9% 140.1% 117.9% 116.8% 108.3% 105.2% 104.1% 101.4% 103.6% 103.6%
平成23年 34.5 98.8 166.5 242.5 566.7 1,262.0 1,564.4 1,874.3 2,061.1 2,205.4 2,376.5 2,418.8 2,418.8 
(平年比) 52.2% 64.1% 57.7% 54.9% 90.9% 121.9% 105.7% 109.4% 107.6% 109.6% 113.2% 111.7% 111.7%

平成30年 73.9 127.9 308.5 463.1 660.2 1,028.6 1,556.7 1,621.9 1,949.2 2,014.8 2,060.9 2,135.6 2,135.6 

(平年比) 111.7% 83.0% 106.8% 104.9% 105.9% 99.3% 105.1% 94.7% 101.8% 100.1% 98.2% 98.7% 98.7%

令和元年 47.6 161.8 291.0 395.7 447.2 630.0 1,099.5 1,623.2 1,752.3 1,828.3 1,858.8 1,964.0 1,964.0 

(平年比) 72.0% 105.0% 100.8% 89.6% 71.8% 60.8% 74.3% 94.7% 91.5% 90.8% 88.5% 90.7% 90.7%

令和5年 78.4 155.4 279.1 466.2 776.5 1,212.9 1,948.2 2,130.5 2,183.8 2,214.4 2,258.2 2,304.5 2,304.5 

(平年比) 118.5% 100.9% 96.6% 105.6% 124.6% 117.1% 131.6% 124.3% 114.1% 110.0% 107.6% 106.5% 106.5%

令和6年 46.1 85.6 #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A 85.6 

(平年比) 69.7% 55.6% #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A 4.0%

※平年値は、1991～2020年(30年間)の平均値、 平均値は2014～2023（直近10年）の平均値 ※九州地方整備局調べ

筑後川水系　瀬ノ下上流域平均雨量
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※平均値は、10か年（H26～R5）の平均の値
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※平年値は、1991～2020年(30年間)の平均値
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貯水率 35.6 %
貯水量 35,364 千㎥

利水容量 99,400 千㎥
平年量 59,672 千㎥ 弾力試験6/11～20

8,300千m3

6/21～7/20

2,300千m3

7/21～9/30

69,800千m3

10/1～6/30

99,400千m3
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